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⽇本マネジメント学会第 83 回全国研究⼤会を、2021 年 6 ⽉ 12 ⽇（⼟）、13 ⽇（⽇）
に Zoom によるオンライン形式にて実施することになりました。統⼀論題テーマは「イノ
ベーションと経営の新潮流 −データサイエンスとオープンイノベーション−」です。 

統⼀論題セッション 1（⼀⽇⽬）では、データサイエンスについて社会保険労務法⼈、プ
ロスポーツチーム、⾦融機関のそれぞれの実務家⽬線から、統⼀論題セッション２（⼆⽇⽬）
では、オープンイノベーションについて医⼯連携事例をベースにユーザー・イノベーショ
ン、ソーシャル・イノベーションの切り⼝から各々報告がなされ、その後のパネルディスカ
ッションにおいて代表質問者を交え議論が展開されることになっております。 

⾃由論題報告は、両⽇で８本の最新研究成果が報告されます。また、⼀⽇⽬には、韓国経
営教育学会の⽅々との国際セッション、⼆⽇⽬にはアドバイザリーボードによる産学交流
セッションが予定されております。なお、特別講演では私ども開催校のデータサイエンス学
部⻑北村⾏伸より「データサイエンスの近未来像」と題して講演をさせて頂きます。 
 今回の全国研究⼤会も前回に引き続きオンライン開催とさせて頂くことになりました。オ
ンライン開催につき⼤会参加費は無料となっております。全国研究⼤会予稿集は、後⽇ホー
ムページからダウンロードできるようにいたします。また、Zoom のミーティング ID とパ
スワードにつきましては会員総会資料等と共に郵送にて皆様にお届けする予定です。 

オンライン開催では旧交を温めたり、出会いが⽣まれる、会員相互の交流の機会という学
会の魅⼒がどうしても損なわれてしまうのが残念ではありますが、開催校として実り多き
全国研究⼤会にすべく精進していく所存です。会員の皆様のご参加を⼤会実⾏委員⼀同、お
待ち申し上げております。 
 
 

⽇本マネジメント学会 第 83 回全国研究⼤会 実⾏委員会 
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日本マネジメント学会 第 83 回全国研究大会プログラム 

統一論題 「イノベーションと経営の新潮流−データサイエンスとオープンイノベーション−」 

 

6 月 12 日（土）   

■9：45～10：00 開会の挨拶 

学 会 長   亀川雅人氏（文京学院大学） 

  大会実行委員長 松村洋平氏（立正大学） 

■10：00～12：00 統一論題セッション１（データサイエンス）［報告：40 分］ 

司会：児玉充氏（日本大学） 

10：00～10：40 
報告者１：黒部得善氏（株式会社リーガル・リテラシー） 

テーマ１：勤怠データのデータマイニングによる労務環境改善 

10：40～11：20 
報告者２：壁谷周介氏（株式会社横浜 DeNA ベイスターズ） 

テーマ２：横浜 DeNA ベイスターズにおける DX（デジタルトランスフォーメーション）の取組 

11：20～12：00 
報告者３：栗本雄太氏（株式会社三井住友銀行） 

テーマ３：SMBC グループのデジタライゼーションの取組 

12：00～13：00 昼休憩 

■13：00～14：10 統一論題セッション１(パネルディスカッション)  

代表質問者：柿崎洋一氏（東洋大学） 

司会：児玉充氏（日本大学） 

14：10～14：20  休憩 

 

15：50～16：00 休憩 

 

■14：20～15：50 自由論題セッション１［報告：25 分、コメントおよび質疑：15 分 計 40 分］ 

 Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場【国際セッション】 

14：20 

～ 

15：00 

報告者 

武藤千絵氏（国際医療福祉

大学大学院） 

武田和久氏（文京学院大学） Kim, Chun-Kwang（Baekseok 

University）・Yang, Jun-Hwan

（Dankook University） 

テーマ 

調剤事業を中核としたドラッ

グストアと調剤薬局の経営比

較分析 

特例子会社の収益事業化の取

り組みとビジネスモデル 

A Cross-National Study about 
Entrepreneurship Perception 
among Korean, Japanese and 
Chinese University Students 

コメンテーター 
堀内美雅乃氏（大鵬薬品工

業） 

新井範子氏（上智大学） 吉村孝司氏（明治大学） 

司 会 杉田博氏（石巻専修大学） 芳賀英明氏（松山大学） ⽂載皓⽒（常葉⼤学） 

15：10 

～ 

15：50 

報告者 高田真也氏（早稲田大学） 川嶋啓右氏（東京通信大学）  

 

 テーマ 

合併における事前の関係とそ

の意義−ケーススタディーを

通じて− 

税理士事務所の業務における

動因とその解明−モチベーショ

ン向上と満足度− 

コメンテーター 
大野和巳氏（文京学院大

学） 

平屋伸洋氏（明治大学） 

司 会 
篠原淳氏（園田学園女子大

学） 

瀬戸正則氏（広島経済大学） 



■16：00～16：55 総会  

16：55～17：05 休憩  

■17：05〜17：10 開催校からのご挨拶 大会長 佐藤一義氏（立正大学） 

■17：10～18：10 特別講演  

講演者：北村行伸氏（立正大学データサイエンス学部長・一橋大学名誉教授・総務省統計委員会委員長） 

テーマ：データサイエンスの近未来像 

司会者：細萱伸子氏（上智大学） 

 

6 月 13 日（日）   

■10：00～12：00 統一論題セッション２（オープンイノベーション）［報告：40 分］ 

司会：粟屋仁美氏（敬愛大学） 

10：00～10：40 

報告者１：藤澤秀行氏（株式会社ニットー） 

テーマ１：オープンイノベーションによる中小企業の自社製品の開発−足腰の負担なく長時間 
立ち仕事ができるアシストスーツ「アルケリス」− 

10：40～11：20 
報告者２：田中克昌氏（文教大学） 

テーマ２：ユーザー関与によるオープン・イノベーション 

11：20～12：00 
報告者３：佐々木利廣氏（京都産業大学） 

テーマ３：コレクティブ・インパクトを通じた混沌とした社会課題の解決 
12：00～13：00 昼休憩（新理事会開催）  

■13：00～14：10 統一論題セッション２(パネルディスカッション)  

代表質問者：井上善海氏（法政大学） 

司会：粟屋仁美氏（敬愛大学） 

14：10～14：20 休憩 

■15： 50 閉会の挨拶 組織副委員長 井上善海氏（法政大学） 

■14：20～15：50 自由論題セッション２［報告：25 分、コメントおよび質疑：15 分 計 40 分］ 

 Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場【産学交流セッション】 

14：20 

～ 

15：00 

報告者 

西釜義勝氏（大阪成蹊大

学） 

芳地泰幸氏（日本女子体育

大学）・水野基樹氏（順天堂

大学） 

牛窪恵氏（立教大学大学院ビ

ジネスデザイン研究科・客員

教授） 

テーマ 

イノベーションの社会受容性

を考える 

看護組織における生体センサ

分析とチームワークに関する

研究 

フェムテックと「女性活躍経営」 

―外部企業とのデータ連携とイ

ノベーションの視点から 

コメンテーター 
仁平晶文氏（千葉経済大

学） 

高田由紀子氏（日本赤十字

看護大学） 

■討論者： 

村井淳氏（株式会社東急ホテル

ズ・日本マネジメント学会ア

ドバイザリーボード会長） 

瀬本博一氏（NPO 法人中小企

業事業継続支援機構） 

■司会者：堀越勝氏（山城経

営研究所） 

司 会 東俊之氏（長野県立大学） 櫻澤仁氏（文京学院大学） 

15： 10 

～ 

15： 50 

報告者 
佐保勝彦氏（法政大学大学

院中小企業研究所） 

⾺場晋⼀氏（長崎県立大

学） 

テーマ 

中小企業の新事業展開におけ

るイノベーション・メカニズ

ムに関する一考察 

日本における創業メカニズム−

資金調達と企業成長の視点か

ら− 

コメンテーター 
遠藤真紀氏（九州情報大

学） 

吉田高文氏（公立鳥取環境

大学） 

司 会 松原茂仁氏（星城大学） 田中雅子氏（帝塚山大学） 


